
各ステージにおける支援内容と役割のチェックリスト

□ 入院時カンファレンス □ 多職種カンファレンス □ 退院支援カンファレンス（院内の多職種） □ 退院前カンファレンス（地域関係者を含む多職
種）

□ 適宜ケアカンファレンス □ 多職種ケアカンファレンス

□ 様式１　NICU/小児科　退院支援要否スクリーニング
【初期スクリーニング】

□ 様式１　NICU（小児科）退院支援要否スク
リーニング【再スクリーニング】

□
□
□

資料１　訪問診療ってなあに？
資料２　訪問看護ってなあに？
資料３　訪問薬剤指導ってなあに？

□
□

様式３　退院時申し送りシート
様式４　支援者連絡票

□
□

様式３　退院時申し送りシート
様式４　支援者連絡票

医師

□
□

こどもの治療
こどもの病状・治療について家族への説明

□
□

こどもの治療及び家族への説明
予測される障がいを含めたこどもの成長・
発達に関する説明

□
□

療養者への在宅意思決定確認
必要な医療ケア、薬剤に関する説明

□
□
□
 
□

こどもの状態変化時の対応について家族に説明
災害時の備えの必要性について家族に説明
家族やカンファレンス参加の福祉関係者等にもわかりやす
い説明
地域医療機関への情報提供書の作成

□
□
□
□

退院前カンファレンスへの参加
訪問看護指示書作成
外来受診の説明（病院、かかりつけ医等）
退院前訪問

□
□

外来フォロー
退院後訪問（必要な場合）

□
□

定期受診・検査でのフォロー
ケアカンファレンスへの参加

看護師

□
　
□
□
□
□
□

入院時スクリーニング、家族の情報・経済状況等を含
めた情報収集（産科からの情報収集）
母親・家族の面会時の支援
愛着形成支援
家族の情報収集（キーパーソンの確認）
母乳分泌支援
NICU環境に関する支援

□
□
□

養育者の思い、考え等への支援
子育て、療育への支援
居住等に関する情報収集

□
□
□
□
　
□

児の成長・発達について
児の直接ケアの参加支援
生活リズムの把握・確認
居住環境に合わせた支援の明確化、及び家
族の手技獲得に向けた具体化
看護サマリー準備

□
□
□
□
□

児への直接ケアの参加支援、手技指導継続
在宅必要物品表の作成
在宅の環境について情報収集し、こどもの療育環境を把握
看護サマリー準備
福山市への看護診療情報提供書作成

□
□
□

退院前カンファレンスへの参加
在宅に向けた住まいの環境調整（退院前訪問）
退院時申し送りシート、訪問看護ステーション
宛の看護サマリーの作成

□
□

退院後訪問（必要な場合）
退院支援に関する評価・共有

薬剤師
□ 薬剤に関する家族への説明 □

□
退院前カンファレンスへの参加
薬局（訪問）薬剤師との連携

退院支援専任
看護師

（　　　　　　）

□
□

早期の家族との面談
家族の情報・経済状況を含めた情報収集（産科からの
情報収集）

□ 適宜面談 □
□

退院後のイメージ形成
養育者の在宅意思確認

□ 必要時、産科・小児科病棟間での連絡調整 □ 退院前カンファレンスへの参加 □
□

退院後訪問（必要な場合）
退院支援に関する評価・共有

心理士
（　　　　　　）

□
□

母親・家族の面会時の支援
適宜面談（必要に応じて個室面談）

□ 退院前カンファレンスへの参加 □ 家族との外来での面談 □
□

心身の発達の確認、評価
ケアカンファレンスへの参加

地域連携室
退院調整看護師・

MSW
（　　　　　　）

□
　
□
□
□
　
□

児のスクリーニング、家族の情報・経済状況等を含め
た情報収集（産科からの情報収集）
経済的支援、福祉制度に関する情報提供
院内調整会議とりまとめ（関連職種、日程調整）
必要時に、学区担当保健師・医療的ケア児コーディ
ネーター（相談支援専門員）への連絡・調整・連携
医師、看護師、心理士等の情報収集

□ 養育者の思い、子育てに関する考え方等に
ついて関係職種と共有

□
□
　
　
□
□
　
□

養育者の在宅意思確認
在宅に向けて、医師・看護師・訪問看護
師・保健師等の関係職種と支援内容の共
有、方向性の確認
養育者と訪問看護師の面談
医療用具業者に必要な医療用具等について
調整
退院後のイメージ形成

□
□
□
□
　
□

必要な支援の明確化、それに伴う医療材料・危機の調整
在宅の環境整備
医療用具業者と家族、訪問看護師との打合せ
関係部署（小児科病棟、外来看護師）、保健師との連絡調
整
必要時、制度説明

□
□
　
□
　
□
　
□
□

退院前カンファレンスへの参加
訪問看護ステーションの看護師、保健師との連
携・協働（多職種連携の目的を明確化）
養育者・訪問看護師・保健師・看護師等と、院
内外泊、試験外泊に向けた準備・支援・評価
在宅に向けた住まいの環境整備（退院前家庭訪
問）
養育者の調整・支援
必要時消防署への連絡

□
□

退院後訪問
医師・看護師・訪問看護師・保健師
等と退院支援に関する評価・共有

□ ケアカンファレンスへの参加

小児科病棟・外来看
護師

（　　　　　　）

□
□
□
□

転科病棟に向けた準備・情報共有
継続した支援への課題共有
緊急連絡先の共有
家族との顔合わせ、こどもの急変や災害時等の支援に関す
る情報提供

□
□
 
□
□

退院前カンファレンスへの参加
院内外泊、お試し外泊に向けた準備（退院前訪
問）
小児病棟から外来への申し送り
訪問看護ステーション宛の看護サマリー作成

□
□
□
□
□

退院後訪問
ケアの確認
承認と励まし
家族の不安表出支援
家族の休息

□ ケアカンファレンスへの参加

歯科医師
□
□

退院前カンファレンスへの参加（必要時）
歯科診療所の歯科医師との連携（必要時）

□ 外来フォロー（必要時） □ ケアカンファレンスへの参加

※（　　）内は、記載の職種以外が対応する場合にその職種を記載

訪問診療医師
□ 退院前カンファレンスへの参加、急変時の医療

機関の確認
□ 訪問診療・適宜往診 □ ケアカンファレンスへの参加

訪問看護師

□
□
　
□
□
□
　
□
□

急変時対応への支援・調整
院内外泊、お試し外泊に向けた準備（退院前訪
問）
在宅に必要な支援の調整
退院前カンファレンスへの参加
退院前カンファレンス時に、保健師との同伴訪
問を検討
防災及び災害時の準備・対応
緊急連絡先の共有

□
□
　
□

家族の意向に合わせた訪問
医師・看護師・保健師等と退院支援
に関する評価・共有
訪問看護情報提供書を作成し、福山
市へ提出

□
□

認知発達レベル、情緒、親子関係等の評価
ケアカンファレンスへの参加

学区担当保健師

□
□
　
□
□

社会資源と必要な支援の確認、方針の共有
社会資源と必要な支援に関する情報収集、
及び支援内容の確認・調整
公費医療制度や福祉制度の申請相談
保護者からの相談や医療機関からのハイリ
スク妊産婦連絡票（すこやか育児サポート
事業等）を病院から受理

□
　
　
□
□
□
□
□
　
□
□
□

活用できる資源の確保及び情報提供（保護者の
児の受容に応じて、ピアグループ等社会資源の
紹介）
退院前カンファレンスへの参加
災害時対応ヘの相談支援
緊急連絡先の共有
福祉サービスの情報提供
退院前カンファレンスの時に、訪問看護との同
伴訪問を検討
地域の社会資源の情報収集と提供
母子保健サービスの紹介・提供
予防接種の説明

□
　
□
□
□
　
□
□
□

必要時、活用できる資源に関する情
報提供
訪問頻度のアセスメント
育児環境・養育状況のアセスメント
家族の健康状態のアセスメント・相
談・助言・精神的支援
承認と励まし
家族の不安表出支援
家族の休息

□
　
□
□
□
　
□

必要時、活用できる資源に関する情
報提供
適宜、家庭訪問
育児環境・養育状況のアセスメント
家族の健康状態のアセスメント・相
談・助言・精神的支援
長期に関わる中で就学についての相
談にもつなげていく

□ ケアカンファレンスへの参加

医療的ケア児コー
ディネーター

（相談支援専門員）

□
□

退院前カンファレンスへの参加
活用できる資源の情報提供、調整

□ 必要時、活用できる資源に関する情
報提供、調整

□
□

ケアカンファレンスへの参加
必要時、保健・医療・福祉・子育て・教育等の必
要なサービスの情報提供、関係機関との調整

薬局薬剤師・
訪問薬剤師

□
□

退院前カンファレンスへの参加
病院薬剤師との連携

□
□

家族の意向に合わせた訪問
薬剤に関する家族への説明、確認

□ ケアカンファレンスへの参加

歯科医師

□ 退院前カンファレンスへの参加 □ 口腔ケア、嚥下訓練等 □ ケアカンファレンスへの参加

医師、看護職、退院調整看護師、助産師、MSW、心理士、保
健師　等

様式

児の病状・治療

養育者の状況

関係職種

訪問診療医師、訪問看護師、薬局（訪問）
薬剤師、リハビリテーション専門職、心理
士、保健師、医療的ケア児コーディネー
ター、病院医師、看護師

訪問診療医師、訪問看護師、薬局（訪問）
薬剤師、歯科医師、リハビリテーション専
門職、保健師、医療的ケア児コーディネー
ター、病院医師、看護師

（４）退院～在宅開始 （５）在宅維持期

児の受容支援（促進）期

安定期・リハビリ依頼

こどもの病状や在宅ケアの認識、希望等
在宅ケアに必要な手続き、関係職種との顔合わせ
に混乱

医師、看護職、退院調整看護師、MSW、心理士、
リハビリテーション専門職　等

在宅不安定期（退院後１か月程度） 在宅支援期

在宅での環境変化に心身の変化がある時期 在宅医療の安定期

こどもの支援に対する不安と緊張
孤独と疲労

孤独と疲労
療育、教育への不安

在宅に向けた具体的準備期

安定期

（６）成人移行期（12歳頃～）

小児から成人医療への移行期

こどもの心身の成長・発達に伴う支援のあり方について
評価・検討する時期・本人の自律（自立）を目指し、意
思決定を反映する

こどもの心身の発育発達に伴う変化への対応
保護者から患者主体へ
孤独と疲労

訪問診療医師、訪問看護師、薬局（訪問）薬剤師、歯科
医師、リハビリテーション専門職、心理士、保健師、医
療的ケア児コーディネーター、病院医師、看護師

【

院

内

】

医

療

機

関

ス

タ

ッ

フ

【

院

外

】

地

域

の

在

宅

医

療

に

関

わ

る

職

種

在宅に必要な医療的ケアの手技習得への不安
実際に在宅になることへの不安（在宅療養を支援する制度、社会資源活用に関して等）

医師、看護職、退院調整看護師、MSW、心理士、リハビリテーション専門職、薬剤師、訪問診療医師、訪問看護師・リハ
ビリ、訪問薬剤師、歯科医師、保健師、医療的ケア児コーディネーター、（消防署）等

（３）安定期～退院前（２）急性期～回復期

在宅医療に向けた方針決定期

急性期~回復期・リハビリ検討

こどもの病状・予後等の受容、希望
こどもの病状・育児に対する不安、戸惑い

医師、看護職、退院調整看護師、助産師、MSW、
心理士、保健師　等

支援のステージ

カンファレンス

（１）出生、入院初期

児とその家族の危機に対する支援期

急性期・こどもの安定、親子関係構築に向けた支援

こどもの病状等のショック
こどもの病状等について不安な時期
こどもに対する自責の念

様式２


